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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸①-1
組織体制

項目

歴史的風致維持向上計画の実施・推進体制

観光文化交流局歴史まちづくり推進課及び教育委員会文化財保護課を中心とした庁内組織である「名古屋市
歴史的風致維持向上計画連絡会議」と、学識経験者らで構成される「名古屋市歴史的風致維持向上計画懇談
会」が連絡調整を行いながら事業を実施する。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「名古屋市歴史的風致維持向上計画（第2期）」策定に当たり、連絡会議の構成員を変更し、令和6年度に同会議を実施。ま
た、令和5年11月に「名古屋市歴史的風致維持向上計画（第1期）」最終評価、令和6年5月に令和5年度の進捗管理・進行
評価シートに係る懇談会を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

第2期策定に伴い、事業内容の修正が行われ、連絡会議及び懇談会の構成員に変更が
生じた。これまでの体制を維持し、更なる計画の推進及び懇談会における意見交換を強
化していきたい。

名古屋市歴史的風致維持
向上計画連絡会議

観光文化交流局
歴史まちづくり推進課

・経済局
・観光文化交流局
・住宅都市局
・教育委員会

【法定協議会】 【庁内組織】

名古屋市歴史的風致維持

向上計画懇談会

●学識経験者や行政で構成

連絡

調整

事業の実施

市民・市民団体⇔ ⇔
名古屋市文化財調査委員会
名古屋市広告・景観審議会

国

愛知県

啓発
・
連携

意見

提案

計画の推進体制



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

景観計画

都市景観形成地区における良好な景観形成、景観上重要な建造物等についての保全（景観重要建造物・景観重
要樹木・都市景観重要建築物等）、屋外広告物の規制

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

景観条例及び景観計画に基づき、建築物や工作物等の新築・増改築等の行為に関して適正な規制及び誘導を行い、良好な
景観形成に努めた。
　・都市景観形成地区における届出件数　[令和5年度]　　  123件　[令和6年度]       185件
  ・都市景観重要建築物等への助成　　 　[令和5年度]　  　　 0件　[令和6年度]　 　　　 0件
　・屋外広告物許可　　　　　　　　　　 　　 　[令和5年度]　11,681件　[令和6年度]   11,485件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

・地域の特色に合わせた景観形成基準等に基づく助言・指導の実施。
・四間道都市景観形成地区指定をきっかけとし、路地や町屋などの特徴的な街並みを持
つ那古野一丁目地区のさらなる景観まちづくりの取組みを推進。

状況を示す写真や資料等

○名古屋市景観計画
「歴史の深みを感じさせるまち」を始めとする4つの目指すべき都市のイメージの実現を図ることを全体方針に掲げ、良好

な景観の形成を図っている。
１．都市景観形成地区（8地区）

届出等の制度により景観形成基準等への適合を確認し、助言・指導等を実施。 （建築物・工作物/広告物）

合計185件
２．大規模建築物等

届出等の制度により景観形成基準等への適合を確認し、助言・指導等を実施。
【令和6年度の届出等の状況】 建築物・工作物 212件、広告物 65件

３．眺望景観の保全
平成31年4月より名古屋城眺望景観保全エリアと景観形成基準を新たに設け、大規模建築物等の届出等の制度により、

助言・指導等を実施。
【令和6年度の届出等の状況】 建築物 8件（内通知 0件）

４．屋外広告物
都市景観形成地区内の屋外広告物及び大規模な屋外広告物について、色彩などの制限を定め、屋外広告物条例によ

る、表示や設置に関する規制と合わせて助言・指導を実施。
【令和6年度の届出等の状況】 広告物 127件

【令和6年度の届出等の状況（件数）】
地区名 建築物・工作物 広告物 地区名 建築物・工作物 広告物
久屋大通 13 21 築地 3 10
広小路・大津通 9 37 今池 7 20
名古屋駅 8 24 白壁・主税・橦木 7 2
四谷・山手通 9 13 四間道 2 0

○ 那古野一丁目地区の景観まちづくり

１．景観まちづくりの推進

①事業の概要

・平成31年4月、四間道都市景観形成地区制度の運用を開始した。

そして令和3年6月、「那古野一丁目地区景観協定」が地元において

締結され、運用が始まった。

②経緯

・地元勉強会・準備会開催（平成30年～令和2年6月計13回）

・推進委員会の開催（令和2年7月～計24回）

・推進委員会に都市景観市民団体助成金交付（令和3年～計4回）

２．街なみ環境整備事業の推進

①事業の概要

・四間道界隈の魅力向上を図るため、国の補助制度である街なみ環境整備

事業の制度を活用し、伊藤家住宅の保存・活用のための整備、建物等の修

景施設整備の助成、電線類地中化等の実現に向けた検討を実施。

②今後の進め方

・四間道における電線類地中化等の実現に向けた検討や関係機関等との協

議・調整の実施。

・四間道都市景観形成地区および那古野一丁目地区景観協定区域における

修景施設整備助成の実施。 推進委員会の様子

街なみ環境整備
事業対象区域

四間道都市景観
形成地区

那古野一丁目地区
景観協定区域

江
川

国際センター
●



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城二之丸庭園の整備

平成25年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

名勝名古屋城二之丸庭園整備計画に基づいた庭園全体の一体的かつ計画的な整備に取り組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成25・26年度に石組の崩壊を招く樹木の伐採、平成26年度に権現山並びに笹巻山の修理を行った。
平成27年度に権現山山頂の社跡の遺構表示等、平成28年度に栄螺山の盛土修復等を行った。
平成29年度は北園池の石組等の修復を行った。また、平成30年2月13日名勝の追加指定を受けた。
平成30年度は余芳移築再建予定地周辺の一次造成及び北園池の石組の修理を行った。
令和元年度～令和3年度に北園池の石組修復、園路の飛石の修理等を行い、令和4年3月名勝名古屋城二之丸庭園整備計画を策定し
た。
平成25年度以降、二之丸庭園の文化的価値と魅力の向上を目的として発掘調査を実施している。
令和6年度は、令和４年度より引き続き行ってきた、余芳移築再建が完了した。また、令和４年度から行っている北園池護岸の補修及び
発掘調査について継続的に行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

名勝名古屋城二之丸庭園の往時の景観を取り戻すため、庭園の修復・保存整備を進め
る。

二之丸庭園平面図（部分） 余芳移築再建工事

護岸ひび割れ修理 発掘調査状況

余芳作業小屋

北園

余芳
移築再建場所



評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城石垣の整備

昭和50年度～

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金、国宝重要文化財等防災施設整備費補助金

進捗評価シート                                                                                                                    （様式１-３）

状況を示す写真や資料等

特別史跡名古屋城跡の重要な要素である名古屋城石垣について、修復工事等を実施し、歴史的景観を保全
する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

大きな孕みがみられた本丸搦手馬出（からめてうまだし）周辺石垣について平成14年度から継続して修復工事を行っている。
平成25年度までは、石垣の取り外しを実施した。平成26,27年度は、根石の調査を実施した。
平成28、29年度は、石垣前面の地盤補強工事として枠工を実施した。平成25～28年度に、修復現場見学会を開催した。
平成30年度は、平成26年度から行った調査や地盤補強のために中断していた石垣の取り外しを再開し最下段までの取外しを実施した。
令和元年度は石材補修工、仮設通路工、石材調査等を実施し、石垣の積み直しに向けた準備が進んだ。
令和2年度に、逆石調査、石材劣化調査、石材補修工等を実施し、積み直し基本方針を、令和3年度は積直し基本計画を策定した。
令和4年度より積直し基本計画に基づき積直しを開始し、令和6年度も引き続き積直しを実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

特別史跡名古屋城跡の本質的価値を構成する石垣を対象とする整備事業であり、慎
重に進めていく必要があり、早期の積み直し完了に向けて、関係機関と調整しながら
積み直し工事を進める。

修復工事中の石垣（令和6年度末）

石垣整備箇所（本丸搦手馬出）

修復工事前の石垣（平成14年度）

N



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

本丸整備基本構想における「近世期最高水準の技術により築城された名古屋城の象徴である本丸の
姿を現代に再現する」という基本理念のもと、既に木造復元した本丸御殿に続けて、木造天守の復元
を進めることで、特別史跡名古屋城跡の本質的価値向上と、より一層の理解促進を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和6年度は、昇降技術開発に伴う建物本体側の構造補強検討等のための実施設計、木材の製材（木材の保管）、昇降技術
開発、石垣の変動を観測する石垣モニタリング、天守台北側の御深井丸側石垣について令和５年度に実施した保存対策設
計に基づく対策工事を実施した。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

天守を往時の姿に復元し、近世期の本丸を実感できる歴史的・文化的空間をよ
みがえらせ、広く公開をしていくことで、名古屋城の歴史的・文化的価値と魅力の
向上を図る。

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城天守の木造復元

平成29年度～

市単独事業

石垣保存対策工事の様子

木材保管庫の様子



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城本丸御殿障壁画復元模写

平成4年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

国の重要文化財に指定されている名古屋城旧本丸御殿障壁画等を参考に、400年前の鮮やかな色を
蘇らせるべく、描かれた当時の状態を再現する「復元模写」を制作し、本丸御殿復元時に御殿内に取り
付けて展示する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和6年度は、湯殿書院入側の壁貼付絵や上洛殿一之間の天井板絵など52面を制作した。
制作した障壁画を本丸御殿内に取り付けて展示し、名古屋城の歴史的魅力の向上が図られ、歴史的風致の維
持向上に寄与している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

史実に忠実な障壁画復元模写の制作のため、重要文化財障壁画の熟覧等を行
いながら事業を進める。

【令和6年度 制作画面（一部）】

令和6年度末 進捗率 73％ (1,362面中1,000面完了）

（単位：面）
制作実績 襖絵等 天井 合計
H4～R5 515 433 948
R6 15 37 52
合計 530 470 1,000

作業風景

上洛殿一之間天井板絵

湯殿書院入側壁貼付絵



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城本丸御殿障壁画保存修理

昭和61年度～

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金

状況を示す写真や資料等

国の重要文化財に指定されている名古屋城旧本丸御殿障壁画について、絵の具の剥落、虫害、
下地の傷みなど損傷を生じているものを順次修理し、保存・継承を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成28年度は、上洛殿の天井板絵28面の保存修理、上洛殿の襖絵8面、玄関等の杉戸絵8面の点検修理を
行った。
平成29年度は、上洛殿の天井板絵26面の保存修理、玄関の障子腰貼付絵など18面の点検修理を行った。
平成30年度は、上洛殿の天井板絵25面の保存修理、上洛殿や表書院の襖絵など16面の点検修理を行った。
令和元年度は、上洛殿の天井板絵29面の保存修理、黒木書院や玄関の襖絵15面の点検修理を行った。
令和2年度は、上洛殿の天井板絵26面の保存修理、対面所の襖絵12面の点検修理を行った。
令和3年度は、上洛殿の天井板絵28面の保存修理、対面所の襖絵など14面の点検修理を行った。
令和4年度は、上洛殿の天井板絵27面の保存修理、対面所の襖絵など17面の点検修理を行った。
令和5年度は、上洛殿の天井板絵27面の保存修理、湯殿書院や上洛殿の襖絵など16面の点検修理を行った。
令和6年度は、上洛殿の天井板絵26面の保存修理、上洛殿や表書院の襖絵など24面の点検修理を行った。
重要文化財である名古屋城本丸御殿障壁画の保存修理を行うことで、貴重な文化財の保存・継承することによ
り、名古屋城の歴史的魅力の向上が図られ、歴史的風致の維持向上に寄与している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後の展示・貸し出しの予定を勘案し、計画的に修理を行う。

【令和6年度 修理画面（一部）】

上洛殿一之間襖絵

帝鑑図（修理後）

表書院二之間 障子腰貼付絵

草花流水図（修理後）

上洛殿一之間 天井板絵（修理後） 上洛殿三之間 天井板絵（修理後）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋城植栽管理計画を令和７年３月４日に策定した。
名古屋城植栽管理計画の冊子を市政情報センター等に配架した。
名古屋市公式ウェブサイトに名古屋城植栽管理計画を掲載手続きを行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

策定した計画に基づき、有識者の意見を伺いながら適切に管理を進めていく。

名古屋城の城郭としての風格を形成する植栽となるよう管理方針を定め、計画的な植栽管理を行うため、周辺
の植栽にも留意した植栽管理方針を策定する。

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城植栽管理計画の策定

令和4年度～令和6年度

市単独事業

名古屋城植栽管理計画冊子の表紙

植栽管理の基本方針

植栽管理計画の理念

植栽管理計画の実施体制

植栽管理計画の対象範囲



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

名古屋の食文化等を堪能できる第一期整備事業（H３０年開業）に引き続き、第二期整備を実施する。
また、芝居等を鑑賞しながら食事をとり、くつろぐことができる休憩施設と、博物館を中心とした知と観光の総合
ゾーンを整備する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-7
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

金シャチ横丁構想の推進

平成24年度～

社会資本整備総合交付金

平成24年度に「世界の金シャチ横丁（仮称）基本構想を策定し、平成30年度には第1期整備として金シャチ横丁義直ゾー
ン、宗春ゾーンが開業した。
令和2年度は芝居小屋風多目的施設建築整備構想、令和4年度は博物館ゾーン整備基本構想を策定した。
令和6年度は多目的休憩所の建設予定地の試掘調査と、博物館ゾーンの用地取得に関する協議検討を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

名古屋城及びその周辺の魅力の向上と賑わいの創出、魅力発信の目的を達成できる
よう、着実に整備を進める。

状況を示す写真や資料等

第二期整備
多目的休憩所整備区域

第二期整備

博物館整備区域
第一期整備
義直ゾーン

第一期整備

宗春ゾーン

多目的休憩所建設予定地の試掘調査



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

名古屋城から徳川園に至る一帯は「文化のみち」として、貴重な建築遺産の保存・活用を進めている。
文化のみち二葉館・文化のみち橦木館を資料展示・文化活動などの拠点施設として、指定管理制度によって管
理運営している。「歩こう！文化のみち」などのイベントを通じて、建築遺産の保存・活用に対する市民意識の高
揚や文化活動の促進につなげていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化のみち二葉館は令和6年度に開館20周年（2月8日）、文化のみち橦木館は開館15周年を迎えた。
令和6年度の文化のみち二葉館入館者数は31,687人（対前年比131％）、文化のみち橦木館は23,363人（対前年比137％）であ
り、コロナ禍も明けたことから、今後も増加することが見込まれる。
また毎年開催している、文化のみちの歴史的建造物を巡るイベント「歩こう！文化のみち」を今年度も実施した。
・期間：令和6年11月2日（土）～24日（日）、
・参加者数（各施設に設置してあるクイズに5問以上答え、景品に応募した人数）：520人、連携施設：30施設

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

11月に「歩こう！文化のみちクイズラリー2024」を約1か月間、今年度も実施した。入館者
数もコロナ禍以前に回復・増加傾向があるため、今後も施設間やエリア連携を強化し、イ
ベントや歴史的建造物の保存・活用を通じて文化のみちを推進していく。

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化のみちの推進

平成11年度～

市単独事業

【実施イベント】

「歩こう！文化のみちクイズラリー2024」
令和6年11月2日～24日
参加者数：520人

文化のみち二葉館 文化のみち橦木館

旧豊田佐助邸旧春田鉄次郎邸

【企画事業数】（令和6年度）

文化のみち二葉館 48事業
文化のみち橦木館 18事業

【文化のみちの主な施設】

【文化のみち二葉館】

「ふたばの日」

イベント時の様子

令和7年2月8日（土）

入館者数：1,428人

【文化のみち橦木館】

「WAZA ART FES in 名古屋2024」

展示の様子

令和6年6月29日～7月28日

期間中入館者数：1,623人



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

◆白壁・主税・橦木町並み保存地区

①【補助件数】

②【指導・助言件数（届出件数）】

①令和６年度　町並み保存補助事業

令和６年度の補助実績は無し。

②令和６年度　町並み保存地区内現状変更行為届出

1件は主たる道路に接する敷地での個人住宅の除却及び改築。
１件はマンションの新築、１件は前述マンションの引き込み電柱の設置。
引き続き建築行為の相談があった際には町並み保存地区のあらましを手交し、
連続した門・塀と塀越しの木立の緑が豊かな町並の特性について説明し、協力を求めていく。

評価軸③-9
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的町並み保存事業（白壁・主税・橦木地区）

昭和60年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

保存地区内の町並みの維持・保全のため、今後も経済的・技術的支援を実施する。
また、設置済の案内板等について適切に維持管理し、劣化等が見られた場合は補修等
の検討を行う。

状況を示す写真や資料等

　江戸時代の武家屋敷の地割を残しており、門・塀と緑樹からなる屋敷景観と戦前の優れた近代建築が残る。

市単独事業

白壁・主税・橦木地区において、町並み保存地区及び伝統的建造物の指定を行うとともに、保存地区内の建造
物の修理・修景等に対する技術的支援及び経済的支援（助成）を継続して行う。また、この地区の特徴である
門塀や緑と調和するサイン、案内板、解説板等の整備を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝統的建造物は修理基準に、伝統的建造物以外の建造物は修景基準にそれぞれ基づいた工事に伴う費用の一部を助成
し、あわせて保存地区において、建築行為等を行おうとするものに対し届出を要請し、この際に専門的・技術的な指導・助
言を行うことで、町並みを維持・保全して良好な景観を守っている。令和6年度の助成実績は無し。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度

伝統的建造物の修理 0 1 0 0

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 0 0

必要物件の整備 0 0 0 0

その他の建築行為 3 5 5 3

計 3 6 5 3

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 累計（昭和60年～）

伝統的建造物の修理 0 1 0 0 41

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 0 0 13

必要物件の整備 0 0 0 0 1

計 0 1 0 0 55



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-10
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

東区の山車囃子・からくり競演

昭和55年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

徳川園において山車文化を広く市民に知ってもらうため、東区の山車2両にてお囃子の演奏とからくりの披露を
行っている。またNPO法人東区山車まつり振興会による山車囃子・からくり競演を開催している。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和6年度は、徳川園庭園開園20周年記念事業として、徳川園内の屋外ステージにて、からくりやお囃子の披露を行った
（湯取車、王羲之車の皆様による）。
天候にも恵まれ、多数のお客様に観覧いただけたが、屋外でありかつ来園者は自由に動きまわり、観覧するというスタイル
のため、観覧者数の把握やアンケート等の徴取はしていない。
同イベントはもとより、毎年6月の第一土日に開催する筒井町天王祭・出来町天王祭での山車の曳行、同10月の名古屋ま
つりや東区区民まつりでの山車の曳行などの伝統行事・イベントを通して、東区における山車文化の更なる普及が図られて
いる。併せて山車文化の普及を目的として活動している「NPO法人東区山車まつり振興会」のホームページ閲覧数も順調に
増加傾向にある。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

徳川園が無料開放される「文化の日」にあわせた東区の山車行事であり、より多くの方
に徳川園へ足を運び、庭園などとあわせて東区の山車文化を感じていただけるよう、安
定的な集客ができる仕組みづくりが必要。徳川園側の催し物などとのタイアップやチラシ
配布の工夫などに継続的に努める。

左 ： 区役所が作成したチラシ

右 ： からくり競演の様子



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

◆四間道町並み保存地区

①【補助件数】

②【指導・助言件数（届出件数）】

①令和６年度　町並み保存補助事業

令和６年度の補助実績は無し。

②令和６年度　町並み保存地区内現状変更行為届出

1件のみで、緑政土木局による堀川護岸整備工事。
施工範囲が広いので毎年工区ごとに届出を行う。

　慶長15年に始まった清州越しにともなってつくられた商人町で、土蔵群と町家が堀川の水運を利用して隆盛を誇った清州
越し商人の栄華を今に伝える。

状況を示す写真や資料等

四間道地区において、町並み保存地区及び伝統的建造物の指定を行うとともに、保存地区内の建造物の修
理・修景等に対する技術的支援及び経済的支援（助成）を継続して行う。また、地区の歴史的環境に配慮した道
路環境整備を実施するとともに、サイン、案内板、解説板等の整備を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-11
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的町並み保存事業（四間道地区）

昭和61年度～

市単独事業

伝統的建造物は修理基準に、伝統的建造物以外の建造物は修景基準にそれぞれ基づいた工事に伴う費用の一部を助成
し、町並みを維持・保全して良好な景観を守っている。令和６年度の助成実績は無し。
保存地区において建築行為等を行おうとするものに対し届出を要請し、この際に専門的・技術的な指導・助言を行う。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

保存地区内の町並みの維持・保全のため、今後も経済的・技術的支援を実施する。
また、設置済の案内板等について適切に維持管理し、劣化等が見られた場合は補修等
の検討を行う。

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度

伝統的建造物の修理 0 1 0 2

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 1 0

必要物件の整備 0 0 0 0

その他の建築行為 1 1 1 2

計 1 2 2 4

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 累計（昭和61年～）

伝統的建造物の修理 0 1 1 5 69

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 0 0 17

必要物件の整備 0 0 0 0 6

計 0 1 1 5 92



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

県指定有形文化財伊藤家住宅の保存活用

令和2年度～令和14年度

社会資本整備総合交付金

状況を示す写真や資料等

四間道地区における市民意識の高揚を図る拠点施設として、堀川水運を利用した城下町商家の代表である伊
藤家住宅を整備する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【主な経緯】
令和２年度　伊藤家住宅取得
令和３年度　保存活用計画の策定
令和５年度　保存活用計画の認定取得・修理整備基本計画策定・細工倉及び西倉解体保存工事実施設計
令和６年度　主屋新座敷棟札　県指定文化財への附指定
　
【令和６年度の取組み】
・歴史的風致形成建造物（４月）に指定
・主屋等の実施設計に着手
・細工倉及び西倉解体保存工事に着手
・敷地内の遺構調査の実施
・暫定公開の実施（円頓寺秋のパリ祭・江戸川乱歩展「乱レ歩ク」・全国まちづくり会議2024等）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

県指定文化財伊藤家住宅の一般公開に向け、保存活用計画及び修理整備基本計画に
基づき、実施設計及び工事を進める。

細工倉及び西倉解体保存工事 主屋新座敷棟札（附指定）

敷地内の遺構調査 暫定公開イベントの開催



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

国庫補助事業（社会資本整備総合交付金事業（都市公園等事業）、官民連携による地域活性化のための基盤
整備推進支援事業）及び市単独事業

評価軸③-13
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

栄地区まちづくりプロジェクトの推進（久屋大通公園）

平成26年度～

状況を示す写真や資料等

令和2年に北エリア・テレビ塔エリアが「Hisaya-odori Park」として開園。南エリアは「久屋大通のあり方」の提言
を踏まえ、事業化に向けた再整備プランの検討を進めていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

久屋大通の再生において、北エリア・テレビ塔エリアでは令和2年度に開業した「Hisaya-odori Park」の適切な管理運営、賑
わいの創出に取り組んだ。また、南エリアでは、令和2年3月に久屋大通再生有識者懇談会より受領した「久屋大通のあり
方（南エリア部分）」の提言や令和7年1月から2月に実施した市民意見募集をふまえ、南エリアに必要な機能と整備や管理
運営に向けた基本的な考え方をまとめた「久屋大通（南エリア）再整備構想」を策定した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

南エリアについて、事業化に向けた検討調査を実施する。

■令和2年9月18日 「Hisaya-odori Park」の開業

■令和3年3月29日 第11回久屋大通再生有識者懇談会の開催

■令和7年3月24日 「久屋大通（南エリア）再整備構想」の策定

○久屋大通（南エリア）再整備構想より掲載

◇再整備コンセプト

◇空間活用方針と主な機能のイメージ



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-14
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋まつり

昭和30年度～

市単独事業　（名古屋市、愛知県、名古屋商工会議所を構成員とする名古屋まつり協進会で実施）

状況を示す写真や資料等

昭和30年に戦災復興を祝して始まり、山車揃や郷土英傑行列など名古屋の歴史にちなむ催しも多い名古屋ま
つりを継続して開催する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋まつりを開催し、多くの市民及び本市来訪者等に、市の伝統・文化・魅力に触れていただくなど、歴史的風致の維持
向上に寄与した。
令和6年（第70回）名古屋まつりは10月19日(土)・20日（日）を中心に開催。

　【例年の主な事業】
　・郷土英傑行列を始めとした行列
　・久屋大通公園を中心とした会場行事
　【人出】
　令和 6年度　127万人（雨天等により、土曜日の行列などを中止）
　令和 5年度　167万人
　令和 4年度　125万人（新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、 規模を縮小 し、感染防止策を 徹底 しながら開催）
　令和 3年度 　中止（新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止）
　令和 2年度   中止（新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和6年度は、第70回の節目の開催ということもあり、雨天等により中止となった部分も
あるが、例年以上に様々な企画を実施した。今後も、まつりを通じて名古屋の伝統、文
化、魅力に触れてもらうことを目的に計画的に実施していく。

行列行事：郷土英傑行列

（令和6年10月20日）
行列行事：山車揃

（令和6年10月20日）

会場行事：久屋大通公園会場

（令和6年10月19日）

イベントマップ

（令和6年10月19日・20日）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

国庫補助事業（官民連携まちなか再生推進事業）及び市単独事業

評価軸③-15
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

熱田神宮周辺まちづくりの推進

令和5年度～

状況を示す写真や資料等

熱田神宮周辺における宮の渡しや宿場跡、白鳥庭園などエリア全体のまちづくりを推進し、熱田区役所南地区
開発の事業化により名所づくりを強化していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

熱田神宮周辺エリアが持つポテンシャルを活かしたまちづくりを進めるため、「熱田神宮周辺エリアプラットフォーム」が令
和７年1月に設立され、官民連携によるまちづくりがスタートした。令和７年３月に「熱田神宮周辺エリアプラットフォーム」
が、まちづくりの方針や将来像等を取りまとめた「熱田神宮周辺まちづくり未来ビジョン」を公表した。
また、熱田区役所南地区開発の事業化については、事業成立性の検証のため、概略プラン、収支計画モデル等の構築を
行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

エリアプラットフォームにより、未来ビジョンに基づくアクションプログラムを策定する。
地区内権利者との協議及び再開発実施方針の取りまとめ等を進める。

〇熱田神宮周辺エリアプラットフォーム構成メンバー

・熱田神宮駅前地区まちづくり協議会 ・熱田湊まちづくり協議会 ・あつた宮宿エリアマネジメント株式会社

・あつた宮宿会 ・株式会社ＭＴＧ ・東海旅客鉄道株式会社 ・独立行政法人 都市再生機構 中部支社

・学校法人 名古屋学院大学 ・公益財団法人 名古屋観光コンベンションビューロー ・名古屋市

・名古屋商工会議所 ・名古屋鉄道株式会社・ＮＰＯ法人 堀川まちネット ・水辺とまちの入口ＡＣＴ株式会社

■令和７年１月２９日 熱田神宮周辺エリアプラットフォーム発足会

■令和７年３月３１日 熱田神宮周辺まちづくり未来ビジョンの公表

【方針１】歴史と文化を体感する熱田神宮を

中心とした観光まちづくりの推進

【方針２】人々をもてなし多様な交流を促進

する現代の門前町・宿場町の形成

【方針３】過去から未来へと人の営みをつな

げ育むエリアマネジメントの展開未来ビジョン



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載している
内容

令和６年度は第27回展示「熱田の大山祭」と第28回展示「熱田の正月」の展示を行った。来場者アンケートに回答した68人のうち52
人が「展示について「よかった」と回答しており、その割合は76％であった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

半年に１回展示替えを行い、テーマもその時注目されているものを選ぶなどの工夫を
行っているが、展示装具などレイアウトが変わらないため、展示に「変化がない」と意見
をいただくことがある。より魅力的な展示になるようレイアウトやデザイン変更などの対応
を行っていく。

状況を示す写真や資料等

熱田区役所1階に「熱田区歴史資料展示コーナー」を設け，故福島重夫氏等から寄贈された歴史資料を展示す
る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-16
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

熱田区役所における歴史資料展示

平成22年度～

市単独事業

展示替えの様子① 展示替えの様子②

第27回展示「熱田の大山祭」の様子 第28回展示「熱田の正月」の様子



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

古墳群と河岸段丘など自然環境を保存活用すると共に、志段味古墳群全体の保存の為、未指定古墳の追加
指定及び整備を実施していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成26年度の志段味古墳群史跡指定後、各古墳の整備を行い、平成31年4月にはガイダンス施設「体感！しだみ古墳群
ミュージアム」がオープンした。今後も引き続き案内板、サイン等の整備・維持管理、および古墳等の整備を実施していく。
令和3年度には白鳥5号墳・7号墳がの史跡に追加指定され、令和3・5年度に公有地化を行った。令和6年度より、今後の
整備方針を検討するため、東谷山山麓の文化財を対象とした悉皆調査を進めている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

古墳整備箇所等について定期点検を実施しているが、劣化し、補修が必要な箇所が発
生してきており、順次対応を進めている。

評価軸③-17
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

志段味古墳群歴史の里の保存整備

平成26年度～

市単独事業等

ガイダンス施設の外観 大久手３号墳 墳丘 補修前（R6.10）

大久手３号墳 墳丘 補修中（R7.3.28）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-18
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

志段味古墳群歴史の里の公開活用

平成２６年度～

市単独事業等

状況を示す写真や資料等

志段味古墳群のガイダンス施設である「体感！しだみ古墳群ミュージアム」を中心とした公開活用事業を行って
いく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成31年4月にガイダンス施設「体感！しだみ古墳群ミュージアム」がオープンし古墳群の周知を行ってきた。令和5年度に
JR高蔵寺駅に案内板を設置し、施設へのアクセスの周知を行った。活用事業として令和3年度～令和5年度は埴輪はこび
体験、令和6年度は弓・矢じりづくり体験を行った。弓・矢じりづくり体験は32人の参加があった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

引き続き、体感！しだみ古墳群ミュージアムをはじめとした志段味古墳群歴史の里へ多
くの方に来訪していただけるよう、様々なイベントを実施していく必要がある。

弓・矢じりづくり体験

体感！しだみ古墳群ミュージアム イベント

お庭に埴輪プロジェクト

高蔵寺駅南口駅前広場案内板



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

 

状況を示す写真や資料等

有松伝統的建造物群保存地区内の建造物に対して助成等を実施していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【主な経緯】
・平成28年7月　国の重要伝統的建造物群保存地区に選定
・令和3年11月　市指定有形文化財「岡家住宅」の土地・建物取得
・令和3年度　　 「有松伝統的建造物群保存地区防災計画」策定
・平成29年度～令和6年度
　伝統的建造物の外観及び構造耐力上主要な部分の修理に対する補助、伝統的建造物以外の建造物の外観修景に
　対する補助を実施。令和6年度の補助実績はなし。

【これまでの取組：伝建地区に修理修景補助件数】

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

地区内の町並みの維持・保全を図るため、今後も経済的・技術的支援を実施していく。
また、支援内容についても、物価・人件費高騰等の実情に沿った内容となるよう検討・
見直しを行う。

国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金

評価軸③-19
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝統的建造物群保存地区保存事業

平成28年度～

地区内における建物修景の事例

地区内における建物修理の事例

R2,3年度に実施

R3年度に実施



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

◆有松町並み保存地区

①【補助件数】

※補助金のうち、事業活動助成については除く

　　②【指導・助言件数（届出件数）】※伝統的建造物群保存地区内の現状変更は許可制のため除く

※平成28年度以降の伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造物でも、
　 町並み補助金を使用したものは件数に計上

　東海道沿いには、今なお豪壮な絞商の主屋を始めとする数多くの伝統的な建物が残り、有松絞りによって繁栄した往時
の様子を今に伝える。

市単独事業

評価軸③-20
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的町並み保存事業（有松地区）

昭和58年度～

状況を示す写真や資料等

歴史的景観を保存するため、町並み保存地区および伝統的建造物の指定を行うとともに、修理・修景基準に
沿った保存地区内の建造物の修理・修景等に対する技術的支援及び経済的支援（助成）を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝統的建造物は修理基準に、伝統的建造物以外の建造物は修景基準に、門塀で外観を修景基準にそれぞれ基づいた
工事に伴う費用の一部を助成し、町並みを維持・保全して良好な景観を守っている。
令和６年度の助成実績は２件で、うち１件は伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造物。
保存地区において建築行為等を行おうとするものに対し届出を要請し、この際に専門的・技術的な指導・助言を行う。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

保存地区内の町並みの維持・保全のため、今後も経済的・技術的支援を実施する。

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度

伝統的建造物の修理・修景 1 0 0 0

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 0 0

必要物件の整備 0 0 0 0

その他の建築行為 7 9 5 8

計 8 9 5 8

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 累計（昭和58年～）

伝統的建造物の修理・修景 2 4 0 0 134

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 0 0 48

必要物件の整備 0 0 0 0 0

計 2 4 0 0 182



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

連携事業者や物件所有者と密に連絡・調整をとりつつ、地元住民の理解も得ながら慎
重に計画、設計・工事を進める。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

「有松地区における古民家を活用したまちづくりの考え方」に共感した、市と連携して主体的に活動する民間企
業（連携事業者）とともに、有松の古民家利活用の事業の立ち上げを支援する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【主な経緯】
令和4年度　有松地区におけ歴史的建造物利活用調査等業務
令和5年度　「有松地区における古民家を活用したまちづくりの考え方」の策定
　　　　　　　　民間企業との連携協定締結（令和5～6年度の2か年にわたり、事業立ち上げ支援を実施）

【令和6年度の取組み】
○連携事業者を中心として、令和7年2月に古民家利活用事業を進めるまちづくり会社を設立

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-21
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

有松の歴史的建造物利活用事業者支援

令和4年度～

まちづくり会社役員による市長訪問の様子

古民家事業スキーム図



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和5年度策定の「保存活用計画」に基づき、文化財的価値を損わない防火上・構造上
の安全対策の検討や耐震補強案の検討を行いつつ、地区に必要な機能の検討も含め
修理整備の基本計画策定を進めていく。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

有松紋商の繁栄を伝える市指定有形文化財の岡家住宅を整備し、日本遺産のガイダンス施設とすることで、有
松地区の市民意識の向上及び魅力向上施設として保存活用していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【主な経緯】
平成28年7月　国の重要伝統的建造物群保存地区に選定
令和元年度 　市による、岡家住宅の暫定公開を開始
　　　　　　　　 　有松が日本遺産に認定
令和3年度　   市が、日本遺産ガイダンス施設として岡家住宅の土地・建物を取得
令和5年度　　 保存活用計画の策定

【令和6年度の取組み】
令和6～7年度　岡家住宅の整備・活用に向けた基本計画策定（予定）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-22
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

市指定有形文化財岡家住宅の保存活用

令和2年度～

岡家住宅の様子

本格整備・公開前の暫定公開として、毎週土日に建物内部を公開中。

岡家住宅の位置



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-23
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

指定文化財（建造物・史跡等）の保存修理事業

昭和47年度～

市単独事業　※国・愛知県指定文化財は、文化財保存事業費関係国庫補助・愛知県文化財保存事業費

状況を示す写真や資料等

指定文化財であるお寺、神社、個人住宅などの歴史的建造物や史跡・名勝といった地域の歴史遺産の保存修
理や管理に要する経費について、補助金を交付する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋市指定文化財等の保存管理・保存継承のために補助金を交付することで、地域の貴重な文化財の保存が図られ、
歴史的風致の維持向上に寄与している。
（令和6年度市指定文化財等の保存修理事業として3件補助を実施）
（令和3年度実績：3件　令和4年度実績：4件　令和5年度実績：5件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財（天然記念物）の維持に対して後継者が不足しているので、所有者と連携を図り
状況把握につとめる。

○旧旅籠屋伊勢久保存修理事業

〇令和6年度補助金交付一覧

名称 種別 行為

深沢第３号墳 史跡 危険木伐採、除草、樹木剪定、薬剤散布

宝珠院のイヌナシ 天然記念物
枯枝の除去、生育に悪影響を及ぼす枝の除
去、害虫駆除、剪定

旧旅籠屋伊勢久 建造物 保存修理事業



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-24
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

指定有形文化財（無形文化財、有形・無形民俗文化財）の保存活用の支援

昭和47年度～

市単独事業　※文化遺産を活かした地域活性化事業・愛知県文化財保存事業費、文化財保存事業費関係国庫補助金

状況を示す写真や資料等

指定文化財である山車祭り、棒の手など地域の民俗芸能・伝統行事の継承やそれらで用いる山車などの保存
修理に対して補助を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・市内の無形文化財や民俗文化財の継承のために必要な用具の修理・新調および練習等に係る補助を行うことで、民俗芸
能・伝統文化の継承や後継者の育成を行うことができた。
　補助件数　令和6年度18件（山車の保存・修理等に対する補助16件（うち後継者育成事業に対する補助2件）、山車以外
の民俗文化財等に対する補助2件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

専門家による現地での現況確認・修繕方法の指導などを通じて、文化財の保存技術の
向上を図っていく。

○福禄寿車 蓮台復元新調（令和6年度） ○八幡社山車 復元事業



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

評価軸③-25
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的建造物の登録・認定

平成23年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　名古屋市総合計画2028の目標では、概ね1年間に7件程度の新たな指定件数（登録
及び認定、景観重要建造物を合わせて）を目標としているため、市民、なごや歴まちび
と、関係機関等と連携し、身近な歴史的建造物の情報収集体制を強化していく。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

名古屋市都市景観条例に基づき、市内に残る身近な歴史的建造物を地域建造物資産として登録・認定すると
ともに、その保存活用に向けた技術的支援、経済的支援に取り組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市内に残る身近な歴史的建造物を地域建造物資産として登録・認定し、登録資産は計245件、認定資産は計119件（ともに
累計）となった。
登録・認定件数は順調に増えており、身近な歴史的建造物を大切にするという意識も生まれ、登録・認定することにより歴
史的建造物の滅失に歯止めをかける効果を実感することができた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■技術的支援の実績件数 ■経済的支援の実績件数

■登録及び認定件数

■登録・認定地域建造物資産（令和６年度登録・認定物件（一部））

認定 第118号
太洋ビル（東区代官町）

年度 登録 認定 合計

H23～R5 236 112 348

R6 9 7 16

合計 245 119 364

(うち登録→認定) 67 67

(うち抹消) 29 4 (33)

年度 件数

H23～R5 88

R6 9

合計 97

年度 件数

H23～R5 37

R6 6

合計 43

登録 第242号
個人住宅（中村区）

認定 第113号
賀城園茶室（熱田区夜寒町）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

スキルアップ講座を実施なごや歴まちびとの知識・技術を向上させながら、所有者から
の様々な相談に対応していくことで、今後も歴史的建造物の保存（技術的支援）に力を
注いでいく。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

地域建造物資産に登録・認定された歴史的建造物の所有者からの申請に基づき、名古屋歴史的建造物保存
活用推進員（なごや歴まちびと）が保存・活用に関する技術的支援を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

登録地域建造物資産等の歴史的建造物の所有者に対し、名古屋歴史的建造物保存活用推進員（なごや歴まちびと）の派
遣を行い、所有者の相談に応えることで歴史的建造物の保存に繋がっており、歴史的風致の維持向上に寄与している。
　【なごや歴まちびと登録人数】令和6年度末現在：57人　　【派遣件数】令和6年度：9件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-26
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

なごや歴まちびとの派遣

平成23年度～

■建物調査・相談の様子（技術的支援）

・屋根、土蔵、母屋、門、塀
の補修方法について

・活用に向けた修理計画
について

・耐震診断について
・活用検討のための調査、
間取り図作成 について

など

■過去の主な相談内容■派遣制度の仕組み

令和6年9月11日、支援先の下見時の写真



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

史跡名勝標札、史跡散策路案内板などの設置事業を行うとともに、こうした歴史関係の案内板を活用し、より身近な歴史に親しむ環
境を整える。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　史跡や名勝などの所在地にその由緒などを案内する標札として「史跡名勝標札」を市内に311基（工事などで一時撤去中の標札を含む）設置し
ている。令和６年度は、標札の新設や説明文の修正や経年劣化による文字の剥がれ等を塗り替えや補修を行った。
　また、各史跡等を連絡させた散策路コースを設定し、市内80コース（１区あたり3～6コース）の各起点にイラストでコース全体や史跡を紹介した
「史跡散策路」案内板を、コース途中には誘導標識を設置し、文化財保護意識の普及啓発やウォーキングイベント等での活用を図ったほか、案
内板については補修等を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　史跡名勝標札の新設のほか、設置後10年以上経過し、文字や塗装等の劣化が見られる
史跡名勝標札や案内板の補修も、計画的に進めている。

市単独事業

評価軸③-27
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

史跡名勝標札、史跡散策路案内板等の管理・設置

昭和39年度～

種別 令和６年度 令和５年度 令和４年度

新設 0 1 1

再設置 1 0 1

補修・訂正 3 3 7

作り直し 0 0 0

完全撤去 1 0 0

設置累計 311 312 311

【案内板新設等件数】

「史跡名勝標札」の表記改訂して再設置〈熱田区 旧旅籠屋｢伊勢久｣

「史跡名勝標札」の表記修正〈天白区 植田八幡宮と古墳〉

名称変更に伴い

タイトル修正

【施工後】【施工前】

【施工前】 【施工後】



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

本市の伝統産業に従事する人材の定着の促進を図るためその若手技術者を育成する市内企業に対して補助
金の交付を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「伝統産業若手技術者育成事業費補助金交付要綱」に基づき、名古屋伝統産業協会会員団体に所属する市内企業に対
し補助金を交付した。（同協会は昭和54年に市内伝統産業の産地組合により設立。構成：12業種11団体）
・令和４年度補助金交付件数：６件 　・令和５年度補助金交付件数：７件　・令和６年度補助金交付件数：７件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後も伝統産業を担う人材の支援を通じ、産業の伝承・発展を促進していく。

評価軸③-28
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝統産業若手技術者育成事業助成

平成5年度～

市単独事業

【名古屋の伝統産業】

・有松・鳴海絞 ・名古屋節句飾 ・木桶 ・七宝 ・名古屋桐箪笥 ・名古屋扇子
・名古屋提灯 ・名古屋仏壇 ・名古屋友禅 ・名古屋黒紋付染 ・和蝋燭 ・尾張仏具

【補助金交付企業の活動例】

◀【名古屋桐箪笥】

約４００年前の名古屋城築城のため、全国各地か

ら集まった職人が定着し、箪笥等を製造するよう

になったのが始まりと言われている。良質な桐材

の産地でもある飛騨が近い名古屋では、気品があ

り機能的にも優れた桐箪笥が作り続けられている。

◀【尾張仏具】

江戸期より名古屋城下において、下級武士の

内職として興る。木製漆塗り製品を中心とし、製造

におけるそれぞれの作業が独立した職人たちに

よって行われる点が特徴。

仏具以外にも神具、祭礼具などの製造も行う。

◀【尾張七宝】

19世紀にオランダ船がもたらした七宝焼の皿を研

究し、銅の地金に金属線などを植え付けて下絵と

し、釉薬を差す技法を考案した。その後、釉薬の

改良や技法の発展により、19世紀後半には代表

的な輸出工芸品となった。



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

評価軸③-29
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史文化普及啓発事業

平成25年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

歴史的建造物や文化遺産を活用して、名古屋独自の歴史や文化に根ざしたイベントを実施し、知られざる都市の魅
力の再発見や情報発信を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋能楽堂などでの「まちなか芸披露」や、名古屋城や有松などでの「旅するなごや学」等の実施を通し、本市の歴史的建造
物や文化遺産への市民の理解を深め、後世への継承へと繋げていくことにより歴史的風致の維持向上に寄与した。
令和6年度の歴史文化普及啓発事業は、10月26日(土)から11月17日(日)を中心に開催し、総参加者数は60,708人。

【令和6年度の主な実施事業】
〈まちなか芸披露〉市内各所での能・狂言・歌舞伎・講談・など、名古屋ゆかりの伝統芸能の公演の開催（7プログラム、全23 回開
催）
・新作能「草薙神剣」（名古屋能楽堂）：地元の熱田神宮に祀られる草薙神剣の史実・伝承をもとにした新作を上演　など
〈旅するなごや学〉名古屋の歴史や伝統文化に因んだ講座・ワークショップ及び名古屋の歴史や文化を訪ねるまち歩き等の開催
（15講座、27コース）
・「名古屋城の水堀はどうやって造られた？」（名古屋城）
・「日本遺産のまち有松～通常非公開スポットをあないびとと歩く～」（有松）　など

, 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

若年層を中心に新たな参加者の開拓を図るため、地域に残る文化・歴史資源を総合的に活
用した伝統芸能の公演及び市内一円における多様なアウトリーチプログラム、若年層等を
はじめとした新規参加者層向け新企画などを実施した。

まちなか芸披露：「草薙神剣～THE 
KUSANAGI SWORD Sacred Treasure～」

＠名古屋能楽堂 （令和6年11月2日）

旅するなごや学：「名古屋城の水堀は

どうやって造られた？」

＠名古屋城 （令和6年10月31日）

旅するなごや学：「日本遺産のまち有松～

通常非公開スポットをあないびとと歩く～」

＠有松 （令和6年10月27日）

まちなか芸披露：練り歩き

＠名古屋能楽堂 （令和6年11月16日）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

子どもたちが学校で学んだ知識や技能を生かし、実生活における課題発見・解決に向けて学ぶ体験活動の充
実を図る。また、地域や民間事業者等の協力を得て、体験を重視した学習プログラムをモデル実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋土曜学習プログラム実施校40校のうち、７小学校区において、合計８回の「歴史体験学習」もしくは「伝統産業体験
学習（有松絞り体験）」を実施した。参加した子ども達からは、「歴史を知れた」「おもしろい」といった感想があった。

「歴史体験学習」として、市内2小学校区で古墳時代を体感する勾玉づくり体験を実施。地域人材として、土曜学習コーディ
ネーター５人、いきいきサポーター延べ15人、講師・助手20人の協力を得て、合計115人の児童が体験学習に参加した。

「伝統産業体験学習」として、市内6小学校区にて伝統工芸品「有松絞」の文化・魅力に触れる絞り体験を実施。体験を通じ
認知及び地域の誇りを醸成し、歴史的風致の維持向上に寄与した。
【実施校及び参加者数】
①東丘小学校　80名　②枇杷島小学校　62名　③長須賀小学校　38名　④正木小学校　33名　⑤川中小学校　31名
⑥楠小学校　42名　　 全6校、参加者数286名

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和６年度は７小学区において合計８回実施した。今後も歴史体験学習・伝統産業体
験学習を通じて名古屋の伝統文化、魅力に触れてもらうことを目的に、他小学校区での
開催も検討しながら計画的に実施していく。

文部科学省学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金

評価軸③-30
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

土曜日の教育活動の推進（「歴史体験学習」、「伝統産業体験学習」（有松絞り体験））

平成26年度～

伝統産業体験学習の様子

伝統産業体験学習の様子

歴史体験学習の様子



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

・かつての農村地域で伝えられる山車行事について調査事業を実施し、報告書（戸田祭り・大森天王祭）を刊行した。
・国史跡のうち令和5年度から開始した史跡大高城跡　附　丸根砦跡　鷲津砦跡の保存活用計画の策定を継続するととも
に、令和6年度に着手した、愛知県が進める史跡断夫山古墳の保存活用計画の策定事業に協力した。
・埋蔵文化財発掘調査成果等を受け、周知の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の名称変更及び範囲変更等を行うとともに、遺跡
地図の修正・周知を実施した。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

・文化財調査、文化財指定を通じて、文化財を後世に引き継いでいく。
・周知の埋蔵文化財包蔵地における「古墳」・「窯」等の文化財保護法にかかる埋蔵文
化財発掘届出・通知の明確な範囲の検討を進める必要がある。

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財調査、指定保存管理（活用）計画の策定、埋蔵文化財の取り扱いに関する方針など

従来から行ってきた文化財の調査及び指定、また重点区域外の国指定の文化財の保存管理について、文化財
保存活用計画の策定に向けた課題を整理していく。また埋蔵文化財について、遺跡分布図の改訂、遺跡範囲
の確定を通じた遺跡の保護保存、市内の開発行為において埋蔵文化財を周知していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【名古屋農村地域の山車行事調査】 調査期間 令和4年度～令和6年度
・戸田祭り（中川区）及び大森天王祭（守山区）について、引き続き、調査を実施、3月末に2冊の報告書を刊行した。

【丸根砦跡における植栽管理方針検討のための

現地調査のようす】

【埋蔵文化財発掘調査によって変更された周知の

埋蔵文化財包蔵地の一例】



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

・防災・防犯に関する事業（防火・防犯のための施設設備の設置・改修等）
・文化財防火デー等の防災訓練の取組

　指定文化財に設置された消防設備の確認や防火訓練、防犯設備や防犯体制についての確認、志段味地区
の古墳の安全管理施設の整備等、文化財パトロール員の巡視等

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

   文化財施設・所有者のうち、文化財防火デーに合わせて12施設を抽出し、市消防署及び自衛消防団と協力・連携して防
災訓練及び消防施設・防犯設備の査察を実施している。
   また、市文化財パトロール員を活用し、志段味地区の古墳を含めた市内に存する文化財を定期的に(年３回)巡視し、災
害等の報告を受けた場合はすぐに対応して文化財の保護・管理に努めている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　指定文化財建造物の件数が非常に多いため、順次ローテーションを図りながら巡視を
継続し、防犯設備の充実を働きかける必要がある。

文化財防災デー（令和７年１月24・27日）における防災訓練の実施

【令和６年度 文化財防災デー消防訓練実施施設（計１２施設）】

鍋屋上野浄水場旧第一ポンプ所（千種区）、徳川美術館（東区）、大乃伎神社(西区)、願成寺薬師堂(中村区)、中部

電力MIRAI TOWR(中区)、八事山興正寺(昭和区)、熱田神宮上知我麻神社（熱田区）、富部神社（南区）、龍泉寺(守
山区)、井桁屋(服部家住宅)(緑区)、蓮教寺(名東区)、仏地院（天白区）

＜中部電力MIRAI TOWER＞ 【放水訓練】 ＜熱田神宮上知我麻神社＞ 【放水訓練】



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等
　

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・名古屋の歴史や文化の魅力を紹介する観光情報アプリ「なごや歴史探検」の運用を図った。
・市内の無形文化財や民俗文化財の継承のために必要な用具の修理・新調および練習等に係る補助を行うことで、民俗
芸能・伝統文化の継承や後継者の育成を行うことができた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

専門家による現地での現況確認・修繕方法の指導などを通じて、文化財の保存技術の
向上を図っていく。

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財に関する普及・啓発の取組、防災訓練の取組、民間団体への助成。支援や連携・協力した取組
など

・伝統行事など民間団体との連携、支援の実施。
・なごや歴史探検アプリの活用。
・志段味古墳群歴史の里の公開活用

〇アプリ「なごや歴史探検」 期間内登録者数（令和6年4月～令和7年3月）

新規登録者数 10,502（内訳：日本語9,605、英語314、中文簡体254、中文繁体295、韓国語34）

子からくり人形の整備（郷土芸能保存会）

令和6年7月修理実施

〇無形民俗文化財の用具の修理について 〇市内遺跡の出土遺物展示 年4回実施

市内遺跡の出土遺物について、

体感！しだみ古墳群ミュージアムで展示した。

冬の企画展示の様子

令和6年12月17日～令和7年3月16日



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和6年度

中日新聞

故宗田理さんの世界浸ろう 令和6年5月4日

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

令和6年10月21日

令和7年1月8日

状況を示す写真や資料等

有松絞まつり　今日まで 令和6年6月2日

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

計画に位置付けられた事業のうち、特に新たな展開のあった事業や歴史まちづくりに関わるイベント等について、報道によ
り市民の関心の向上及び施設の入館者・催事の参加者数の増加につながったと考えられる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

獅子舞演舞や歌で600人お祝い

令和7年2月17日

令和7年3月29日

名古屋城を守る妖怪　探そう

有松をもっと魅力的に　まちづくり会社　始動

名古屋城の庭園に御茶室「余芳」再建

令和6年10月4日

令和6年10月7日

実業家らのお屋敷５館巡ってロマン感じて

天元戦　名古屋できょう第1局

令和7年1月15日

「にぎわい」へ　四つのゾーン　久屋大通公園　南再整備 令和7年2月6日

築100年趣生かし芸術フェス 令和6年7月19日

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

新聞等によるメディアの効果は大きいため、今後も積極的にメディアを通じて市の事業
を報道していきたい。

地域つなぐ拠点　もっとPR

令和7年2月9日

令和7年2月14日

名古屋まつり　三英傑堂々と

江戸前期の貴重な杉戸絵

令和6年10月4日

中日新聞【令和6年10月4日】中日新聞【令和6年6月2日】



進捗評価シート （様式１-５）

中日新聞

【令和6年10月21日】

中日新聞【令和7年2月17日】

中日新聞【令和7年2月14日】

中日新聞

【令和7年2月9日】



進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和6年度

計画に記載して
いる内容

状況を示す写真や資料等

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

コロナ禍の影響はほぼなくなったと考えられ、新たに策定された名古屋市総合計画2028
を基に様々な施策を進めていくことで、名古屋城を始めとした、名古屋市全体の観光客
数の増加につなげていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

令和2年3月より始まったコロナ禍も落ち着きを見せ、名古屋城入場者数、名古屋市観光入込客数共に回復傾向にある。
令和6年度の名古屋城の入場者数は約223万人と、1989年度の約389万人に次ぐ過去2番目を記録しており、今後も増加
することが見込まれる。
観光入込客数も令和5年度は約577万人と10年間より高い数値が確認できる。令和6年度の数値は10月に公表予定であ
るが、上記の推移より増加していることが見込まれる。インバウンド旅行者も増加傾向にあり、今後も市内外問わず多く
の観光客が訪れると予測される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

その他（効果等）

項目

評価軸⑥

観光客数の動向について

135.23

151.77

141.48

147.23

165.74

164.18

174.02

191.95

190.27

220.60

203.63

52.34
68.73

152.93

205.97

223.49

50

100

150

200

250

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

入
場
者
数

年度

名古屋城入場者数の推移単位（万人）

出典：令和5年名古屋市観光客・宿泊客動向調査（令和6年10月公表）

⇒観光庁が定める「観光入込客統計に関する共通基準（平成25年3月改訂）」に基づ

本丸御殿

第二期公開

本丸御殿公開・

天守閣入場制限

新型コロナ

ウィルス発生

新型コロナ

ウィルス発生

本丸御殿

工事着工

名古屋

開府400年
本丸御殿

第一期公開

新型コロナウイ

ルス5類移行

5,460.48

5,365.50

5,487.08

5,451.40

6,516.12

6,701.58

6,843.66

7,043.56

7,091.76

7,093.16

7,299.16

3,162.03
3,446.40

5,012.21

5,773.02

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

観
光
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）

名古屋市観光入込客数の推移単位（万人）

新型コロナウ

イルス5類移行



令和6年度
・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：　令和7年5月13日（火）

　

（今後の対応方針）
・計画に記載されている事業の内、実績の数値化もしくは数値の公表が可能なものについてはシー
トに記載し、より市民に伝わる形での進捗評価を行っていく。

・些細な事業実績についてもシートに記載することで、事業の進展状況をより詳細に可視化していく
ことを心掛ける。

・事業実施の効果や影響をより把握するため、様々なマスメディアの媒体の情報を集め、比較等も
交えた事業評価を実施していく。

（コメントの概要）

＜主な個別事業等について＞
・事業を実施した際、参加者数や入館者数が書いてあるものとないものがあるため、数値の実績が
あるものはグラフか数値の記載をした方が望ましい。

・評価軸③－12について、伊藤家住宅の棟札を発見し取り付けたこと、評価軸③－18について、駅
に大きな案内板を取り付けたことも6年度の実績として記載していいのでは。

・評価軸③-18について、「体感！しだみ古墳群ミュージアム」にてクレジットカードや電子マネーが使
えるようになるといい。

・評価軸③－25について、登録・認定や支援の回数をグラフ化した方が見やすい。

・評価軸⑤について、中日新聞（地元の情報）ばかりになっているため、朝日新聞や読売新聞など別
地方の情報媒体もあった方がいい。

コメントが出された会議等の名称：　名古屋市歴史的風致維持向上計画懇談会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度
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